123V2C-4　付属証明書
エコマーク商品類型No.123「建築製品（内装工事関係資材）Version2」付属証明書
【分類C-4　～断熱材～】
本付属証明書は、エコマーク商品類型No.123「建築製品（内装工事関係資材）Version2」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）




	＜付属証明書の作成方法＞
1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。
※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。
2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
※ 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。
4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	[bookmark: チェック9]表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】


	エコマーク表示予定設計図

※エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）
*様式2の｢エコマーク表示見本｣の画像をご活用ください

エコマーク認定番号または使用契約者名の表示
（両方を表示することも可）

	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい。
	【表示無しの理由】



	項目
	記入欄
（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社
※他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	記入表123-1
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない
（該当する事項をチェックして下さい）

※変更がなければ、以下の項目の証明は不要です
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し
既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者



分類C-4　～断熱材～
	項目
	記入欄

	商品区分
	□人造鉱物繊維保温材　JIS　A9504

	
	□発泡プラスチック保温材　JIS　A9511、およびこれに相当する保温材

	
	□住宅用人造鉱物繊維断熱材　JIS　A9521

	
	□吹込み用繊維質断熱材	JIS　A9523

	
	□無機･有機混合系断熱材および無機系断熱材



「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)
再生材料の使用割合、熱伝導率
(人造鉱物繊維保温材、住宅用人造鉱物繊維断熱材、吹込み用繊維質断熱材)
	［製品に使用する再生材料の種類］
	
	

	
	□グラスウール
	□ガラス
	記入表123-2

	申込者または製造事業者


	
	□ロックウール
	□スラグ
	
	

	
	□セルローズファイバー
	□古紙／
□再・未利用木材
／□廃植物繊維
	
	

	
	□無機・有機混合系断熱材
□無機系断熱材
（JISに該当しないその他の繊維系断熱材）
	□ガラス／□スラグ／□古紙／□再・未利用木材／□廃植物繊維／□再生プラスチック
	
	

	
	※再生材料には同一の工程（工場）内でリサイクルされるものは含みません。
※型式毎に数値が異なる場合はそれぞれご提示下さい。
	記入表123-3

	原料供給事業者(回収)

	
	［熱伝導率］
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　W/(m･K)　]
※型式毎に数値が異なる場合は別紙等でそれぞれご提示下さい。
	
	

	4-1.(2)
木材の合法性
	原料に紙材(バージンパルプ)および木材を使用した場合は、原料の原木は伐採に当たって、原木の生産された国または地域における森林に関する法令に照らして手続きが適切になされたものである。ただし、廃木材、建設発生木材、低位利用木材には本項目は適用しない。
□はい／□いいえ／□対象外
（該当する事項をチェックして下さい）
	記入表123-5
木材の合法性に関する証明書
	申込者もしくは原料事業者(製紙事業者)

	4-1.(3)
再生材料の配合率、熱伝率
(発泡プラスチック保温材および吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材)

	［熱伝導率と再生材料の使用］
□選択肢a.再生プラスチックの使用+熱伝導率
□選択肢b.熱伝導率
	
	

	
	□ビーズ法ポリスチレンフォーム
　　再生プラスチック使用　□あり／□なし
□押出し法ポリスチレンフォーム
　　再生プラスチック使用　□あり／□なし
□硬質ウレタンフォーム
□吹付け硬質ウレタンフォーム
□ポリエチレンフォーム

）.ホウする材料の種類ごとに、に□フェノールフォーム
※再生材料を使用している場合、右記の証明書をご提示ください。
※再生材料には同一の工程（工場）内でリサイクルされるものは含みません。
	記入表123-2
	申込者または製造事業者

	
	
	記入表123-3
	原料供給事業者(回収)

	
	［熱伝導率］
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　W/(m･K)　]
※型式毎に数値が異なる場合は別紙等でそれぞれご提示下さい。
	
	

	4-1.(4)
土壌汚染対策法施行規則による有害物質(溶出)

	［製品の有害物質の溶出］
· 溶出試験(別表四)に適合／□不適合
※紙・木材については不要です
※「再生材料以外の材料」については当該物質を含有しないことの証明でも可（右記②）

【参考 別表四の基準値】（単位:　mg/L以下）
	①土壌汚染対策法施行規則（環境省令第29号　別表四）に適合していることの製品の溶出試験結果
（カドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、水銀、セレン、フッ素*、ホウ素*）
*スラグを使用する場合はフッ素、ホウ素も必要

または
②当該物質を含有しないことの証明
	①第三者試験機関または申込者など




②含有が無いことの証明については材料事業者または申込者

	
	カドミウム:   　 0.01
	鉛:           0.01
	
	

	
	六価クロム:  　 0.05
	ヒ素:          0.01
	
	

	
	水銀:     　　　0.0005
	セレン:        0.01
	
	

	
	フッ素*:        0.8
	ホウ素*:        1
	
	

	
	*スラグを使用する場合はフッ素、ホウ素も必要です

	
	

	4-1.(5)
建築解体木材の使用
	［建築解体木材の使用］
· 使用あり／□使用なし

※ 「使用あり」の場合は、右記(2点)の証明書をご提出下さい。


	①防腐・防蟻・防虫処理が施された材を分別・排除していることの説明書
	原料供給事業者(回収)

	
	
	②土壌汚染対策法施行規則（環境省令第29号　別表五）に適合していることの製品の含有試験結果（六価クロム・ヒ素）
	第三者試験機関または
申込者など

	4-1.(6)
発泡樹脂へのフロンの使用
	［製品への発泡樹脂の使用］
□使用あり／□使用なし
※ 「使用あり」の場合は、以下記入下さい。
	
	

	
	発泡樹脂の使用がある場合
	
	

	
	特定フロン(CFC5種)の使用
その他のCFCの使用
四塩化炭素の使用
トリクロロエタンの使用
代替フロン(HCFC，HFC)の使用
	□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
	
	

	4-1.(7)
接着剤の4VOC
	［製品への接着剤の使用］
	試験結果、4VOC基準適合の証明、またはトルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンを添加していないことの証明
	第三者試験機関または
接着剤製造事業者など

	
	接着剤の使用

	□有／□無

	
	

	
	※ 「使用あり」の場合には、右記の試験結果をご提出下さい。
	
	

	4-1.(8)
ホルムアルデヒド放散量
	［ホルムアルデヒドの放散］
	JIS A9504、JIS A9511、JIS A 9521、JIS A 9523に定められたホルムアルデヒドの試験結果
	第三者試験機関または自社など

	
	グラスウールの使用
ロックウールの使用
フェノールフォームの使用
	□有／□無
□有／□無
□有／□無
	
	

	
	※ 上記の使用が「有」の場合には、右記の試験結果等をご提出下さい。
	
	

	
4-1.(9)
マニュアル
	［製品に関するマニュアルの記載内容］
	
マニュアル見本など
記載部分
	
申込者など

	
	施工に関する記載
使用に関する記載
維持・管理に関する記載
解体に関する記載
廃棄に関する記載
リサイクルに関する記載
	□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
	
	

	
	防腐剤の使用有無
　使用有：防腐剤に関する記載
	· 有／□無
□有／□無
	
	

	
	上記の記載が「無」の場合、記載できないことの理由の説明
(                                         )
	
	

	
	施工者および建築物の所有者が閲覧
	□可能
／□不可能
	
	

	4-1.(10)
使用後のリサイクル
	［製品の廃棄・リサイクルの容易性］
使用後、さらにリサイクル可能である
　□適合／□不適合
	主材料のリサイクル方法の説明
	申込者

	4-1.(11)
難燃剤、抗菌剤
	［難燃剤］
難燃剤の使用　□有／□無
上記「有」の場合：
化学物質名（　　　　　　　　　　　　　　）
PBB、PBDE、短鎖塩素化パラフィンを処方構成成分として添加していないことに
　□適合／□不適合
	
	

	
	［抗菌剤］
抗菌剤の使用　□有／□無
※ 「有」の場合には、右記の添付証明書をご提出下さい。
	SIAA等の認証を受けていることの書類
	申込者

	4-1.(１2)
環境法規の順守
	
	記入表123-4
	最終製品
製造工場長

	4-2.(１3)
品質
	［該当する品質規格］
□人造鉱物繊維保温材(JIS　A9504)
□発泡プラスチック保温材　(JIS　A9511)、およびこれに相当する保温材規格
□住宅用人造鉱物繊維断熱材(JIS　A9521)
□吹込み用繊維質断熱材(JIS　A9523)
□建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム(JIS　A9526)
	該当するJIS規格に適合していることを示す試験結果などの証明書、またはJISなどの認定工場の写し
	第三者試験機関または
申込者など

	
	□無機･有機混合系断熱材および無機系断熱材
	JIS A 9511などの類似するJIS規格に準じている自社規格に適合していることの証明書を提出すること
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